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Let’s perform what we can do for future children!



英語教育に関するこれまでの成果
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※H25はコミュニケーション英語Ⅰ・普通科、
R4は英語コミュニケーションⅠ・普通科
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（出典）平成25年度及び令和４年度英語教育実施状況調査より

※H25はコミュニケーション英語Ⅰ・普通科、
R4は英語コミュニケーションⅠ・普通科

出典 全国指導主事等連絡協議会（令和５年６月20日）外国語教育推進室長行政説明より



第４期教育振興基本計画の指標について

次期教育振興基本計画（R５～R９年度）の指標（案）

①生徒の英語力を６０％以上に引き上げ

（中学生CEFR・A1レベル、高校生CEFR・A２レベル）

⇒特に「話すこと」「書くこと」について、デジタル活用を促進。

②「すべての」都道府県・指定都市で５０％以上

（中学生CEFR・A１レベル、高校生CEFR・A２レベル）

⇒文部科学省と個別課題を共有、一層の連携を。

③特にグローバルに活躍することが期待される層を拡充

（高校生CEFR・B1レベル）

3出典 全国指導主事等連絡協議会（令和５年６月20日）外国語教育推進室長行政説明より



R５全国指導主事等連絡協議会
外国語教育推進室 浅原室長 行政説明より

①授業を「実際のコミュニケーションの場」にできていますか。

⇒先生が「やり取り」「発表」の中心になっていませんか。

⇒発音練習や単語練習など、児童生徒が一人でもできる学習がメインになっていませんか。

②「言語活動」を実践できていますか。

⇒授業を発音練習や単語、文法を学ぶことだけで終えていませんか。練習したことや学んだことを

自分の考えや気持ちを伝え合う活動などに結び付けられていますか。

⇒「何ができるようになるために」今この活動を行っているのか、児童生徒は理解できていますか。

③ALTは単語を読むだけなど、ICTが代替できる役割を担わせていませんか。

⇒即興の「やり取り」での適時適切な助言など、ALTの「人ならでは」の強みを活かせていますか。

⇒ALTがそうできるように、事前にALTと授業や活動の目的を共有できていますか。

④ICTを効果的に活用できていますか。

⇒ICTを使うことが目的となっていませんか。



【事務連絡】令和４年度「英語教育実施状況調査」の結果及び生徒の英語力向上に向けた取組
の推進について（令和５年5月18日付）

１．令和４年度「英語教育実施状況調査」の分
析結果及びそれを踏まえた取組の推進につい
て

本調査の分析結果によると、生徒の英語力の向
上には、生徒の言語活動の割合、英語教師の英
語力や発話の割合、ICT を活用した言語活動
や外国語指導助手（以下「ALT」という。）によ
る活動等が影響を与えていることが明らかに
なっている。

各学校におかれては、こうした分析結果も踏ま
えつつ、言語活動の充実、英語教師の英語力や
発話の割合の向上、ICT の活用（発表や話す
ことにおけるやり取りをする活動、遠隔地の生
徒等と英語で交流する活動）等の充実を図るこ
と。
 



生徒の英語力向上に関する分析

〇生徒の英語力の向上には、相関分析や取組の変化に着目した経年変化分析の結果、「生徒の言語活動の
割合」「英語教師の英語力や発話の割合」 「ICTの活用（発表や話すことにおけるやり取りをする活
動）」等が影響を与えている。

〇今回新たに把握した、CEFR B1（英検２級）レベル相当以上の英語力を有する生徒の割合が高い高等
学校では、ICTを活用した言語活動やALTによる授業外の活動を行っている学校が高い割合でみられた。

⇒生徒の英語による言語活動を増やすこと、言語活動の取組でICTやALTを効果的に活用すること、教師
が英語力を高め授業で積極的に英語を使用することなどが、生徒の英語力の向上に必要。
※今後、令和５年度全国学力・学習状況調査の結果等とあわせて、教育委員会や学校等の取組と生徒の英語力の関係についてさらに分析予定。

生徒の英語力に影響を与えた可能性が高い取組 差分の差
※3

授業において、生徒が英語で言語活動をしている時間の割合（第３学年） 0.073

英語担当教師の英語による発話の割合(第３学年） 0.052

ALTによる授業外の活動 (英語の授業以外の授業や学校行事での生徒との交流) 0.045

※2 政令指定都市立の中学校について、R元年度とR４年度における取組の変化に着目し比較。上記の取組が増加している学校
で、CEFR A１レベル（英検３級）相当以上の生徒の割合に増加がみられている。

※3 差分の差＝（取組に変化があった学校群の英語力の差分)－(取組に変化がなかった学校群の英語力の差分）
 例えば、「0.073」は、取組に変化があった学校群の方が、取組に変化がなかった学校群より、CEFR A1レベル相当以上の生徒の
割合の増加量が7.3％高かったことを示す。ただし、着目した取組以外の取組や外部環境の影響を受けている可能性もあることに
は留意が必要。

【参考】 経年で伸びが見られた主な取組（※2）（中学校の例）

CEFR B1レベル相当以上の英語力を有する生徒の割合が
平均より高い学校の傾向（高等学校）

：学科全体（該当学科の全体平均）

：CEFR B1レベル相当以上を取得している/有すると思われる生徒の割合が学科別平均より高い学校
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ALTによる授業外の活動

生徒の英
語による
言語活動
が50%
以上の学
校の割合

「CAN-
DOリス
ト」形式
による学
習到達を
公表して
いる学校
の割合

小学校/
中学校と
連携して
いる学校
の割合

生徒がパソコ
ン等を用いて
発表や話すこ
とにおけるや
り取りをする
活動を50%
以上の授業で
実施した学校
の割合

CEFR B2レ
ベル相当以上
を取得してい
る教師の割合
（※1）

中学校 0.45* 0.37* 0.34* 0.37* 0.13*

高等学校 0.33* 0.27 0.18 0.33* 0.20*

生徒の英語力と各項目の相関（中学校・高等学校）

*5% 水準で有意 (両側) （※1）のみ学校単位の相関（その他は都道府県単位）
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発話の半分以上を

英語で行っている
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R３～R４中学校外国語教育における生徒の英語力との相関
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CEFR A1レベル相当以上を取得して
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※「第３期教育振興基本計画」（H30~R4）では、中学校卒業段階でCEFR A1レベル相当以上を達成した中学生の割合50％を目標としている。
※「CEFR A1レベル相当以上の英語力を有すると思われる生徒」とは、実際に外部検定試験の級、スコア等を取得していないが、２技能または３技能を
測る試験のスコア、公式な記録としては認定されない試験のスコア、CAN-DOリストに基づくパフォーマンステストの結果、各教育委員会でモデル校で
の検証に基づいて定めた目安等により、それに相当する英語力を有していると英語担当教師が判断する生徒を指す。

※上のグラフでは、中学校第３学年の生徒に占める割合を算出している。
※H23・H24の数値は「『国際共通語としての英語力向上のための５つの提言と具体的施策』に係る状況調査」に基づく。

中学生の英語力

【全体】
CEFR A1レベル相当以上を取得している生徒及び
相当以上の英語力を有すると思われる生徒の割合

○CEFR A1レベル（英検３級）相当以上を達成した中学生の割合は、目標（50%) に対して49.2%となっ
ているものの、着実に改善が進んでいる。一方で、都道府県・指定都市による差（6ページ参照）があ
る。特に課題が見られる自治体の状況を把握・分析し、英語教育の改善・充実につなげることが必要。

○CEFR A1レベル相当以上の中学生の割合は、昨年度比2.2ポイント上昇している。

CEFR A1レベル相当以上
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中学生の英語力（都道府県・指定都市別）
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CEFR A1レベル相当以上の英語力を有すると思われる生徒の割合

CEFR A1レベル相当以上を取得している生徒の割合

R3年度

目標値：50% 【第３期教育振興基本計画】

R4年度平均値〔49.2%〕

A1レベル相当以上
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児童生徒の英語による言語活動の状況

○小学校において、９割以上の学校が半分以上の時間、言語活動を行っている。
○中学校において、７割以上の学校が半分以上の時間、言語活動を行っている。
○高等学校において、全体では５割以上の学校が半分以上の時間、言語活動を行っている。

【中学校】

※今回調査から回答の単位を学校単位としているため、昨年度（令和３年度調査）との比較はできない。
※割合の合計は、小数点第２位切り上げ前の数字を合計して算出しているため、
小数点切り上げ後の割合の和と一致しないことがある。

※「普通科」「英語教育を主とする学科及び国際関係に関する学科」「その他の専門学科及び総合学科」の
  それぞれの中で学科が複数ある場合は、「普通科」「英語教育を主とする学科及び国際関係に関する学科」
 「その他の専門学科及び総合学科」ごとに１つずつの回答として集計している。

その他の専門学科

及び総合学科
英語教育を主とする学科

及び国際関係に関する学科
普通科全体

【高等学校】

52.9% 54.0% 47.4%

84.7%

【小学校】

（参考）
〇中学校学習指導要領（外国語）：目標
外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ，外国語による聞くこ

と，読むこと，話すこと，書くことの言語活動を通して，簡単な情報や考えなどを理
解したり表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を次のとおり育
成することを目指す。

〇「言語活動」（小学校外国語活動・外国語 研修ガイドブックから）
学習指導要領の外国語活動や外国語科においては、言語活動は、「実際に英

語を用いて互いの考えや気持ちを伝え合う」活動を意味する。したがって、外国語活
動や外国語科で扱われる活動がすべて言語活動かというとそうではない。言語活動
は、言語活動について理解したり練習したりするための指導と区別されている。

16.5% 16.7% 15.7% 17.1%

58.0% 58.4% 58.9% 56.6%
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授業中、50%以上75%未満の時間、言語活動を行っている

授業中、75%以上の時間、言語活動を行っている

74.6%74.5% 75.0% 73.7%
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○小学校との連携に取り組んでいる中学校の割合は75.5％であり、昨年度より3ポイント上昇した。
○小学校・中学校との連携形態については、情報交換（授業参観、年間指導計画の交換等）が最も多い。

5,889 
(64.0%) 4,262 

(46.3%) 2,004 
(21.8%)

327 
(3.6%)
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連携した

6,952 校（75.5％）

［R3：6,708校（72.5%）］

連携しなかった

2,256校（24.5％）

［R3：2,541校（27.5%)］

小学校・中学校・高等学校の連携に関する状況

小学校との連携に取り組んでいる中学校 【中学校と小学校との連携の形態】
（複数回答可）

※全体数は、調査対象の中学校9,208校。
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小・中学校との連携に取り組んでいる高等学校

連携した
638校

(19.5％）

連携しなかった
2,642校
（80.5%)

526
(16.0%)

403
(12.3%)

114 
(3.5%)

102
(3.1%)

0

2,000

（校）

情報交換
（授業参観、校内外に
おける合同研究会の
実施及び参加等）

交流
（指導方法等について
の検討会、高等学校
の英語担当教師によ
る小学校や中学校で

の授業等）

【中学校との連携】【小学校との連携】

※全体数は、調査対象の高等学校3,280校。

【高等学校と小・中学校との連携の形態】
（複数回答可）

※全学校数を分母として割合を計算。

その他

その他

※全学校数を分母として割合を計算。

小中連携した
カリキュラムや
学習到達目標など

の設定

小学校や中学校と
連携した

カリキュラムや
学習到達目標など

の設定
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千葉県における中学校外国語科の現状

英語能力に関する外部試
験を受験したことがある
生徒

CEFR A1レベル相当以上を
取得している生徒【a】

CEFR A1レベル相当以上の
英語力を有すると思われ
る生徒【b】

CEFR A1レベル相当以上の
英語力を有すると思われ
る生徒【a】+【b】

千葉 全国 千葉 全国 千葉 全国 千葉 全国

R3 46.0 45.5 31.5 27.2 20.6 19.8 52.0 47.0

R4 42.6 44.9 29.4 27.3 29.7 21.8 59.1 49.2

生徒の英語力の状況

「英語教育実施状況調査」文部科学省、令和３年度・令和４年度

単位：％

単位：％

◼ 国の第３期教育振興基本計画では、中学生の英語力について、中学校卒業段階でCEFR A1レベル相当（英検３級程度）以上を達成した中学
生の割合を50％としている。

→ 千葉県での生徒の英語力は、前年度より7.1ポイント上昇し、59.1％（R4)で全国平均49.2％（R3)より大きく上回っている。

授業における、生徒の英語による言語活動の割合（50％以上70％未満の時間

◼ 学習指導要領では、英語を使って聞くこと・読むこと・話すこと・書くことの言語活動を通して、コミュニケーションを図る資質・能
力を育成することが示されている。授業における生徒の英語による言語活動が、授業中「半分以上の時間、言語活動を行っている」と
回答した割合は、中学校の全体で前年比＋4.9の58.0%であった。

→ 千葉県では、全ての学年において、授業における生徒の言語活動の割合は全国平均を下回っている。

第１学年 第２学年 第３学年 全学年

千葉 全国 千葉 全国 千葉 全国 千葉 全国

R4 56.6 58.4 50.3 58.9 52.6 56.6 53.2 58.0



千葉県における中学校外国語科の現状

英語教育に関する小中連携の状況及び取組状況

全ての学校のうち、小学
校と連携している（連携
する予定）学校

全ての学校のうち、情報
交換を実施している学校

全ての学校のうち、交流
を実施している学校

全ての学校のうち、小中連
携したカリキュラムや学習
到達目標などの設定を実施
している学校

千葉 全国 千葉 全国 千葉 全国 千葉 全国

R3 89.4 72.5 70.8 62.6 32.7 39.7 9.0 20.2

R4 75.6 75.5 65.7 64.0 42.0 46.3 11.2 21.8

「英語教育実施状況調査」文部科学省、令和３年度・令和４年度

単位：％

◼ 学習到達目標については、学習指導要領「指導計画の作成と内容の取扱い」において「学年ごとの目標を適切に定め、３学年間を通
じて外国語科の目標の実現を図るようにすること」と規定されており、各学校において学年ごとの目標を設定する必要がある。

→ 千葉県では、小学校と連携している中学校の割合は75.6％（R4）と前年より減少、カリキュラム等の設定をしている学校においては
前年より上昇しているが、全国平均を大きく下回っている。

「CAN-DOリスト」形式による学習到達目標の状況
◼ 学習到達目標については、学習指導要領「指導計画の作成と内容の取扱い」において「学年ごとの目標を適切に定め、３学年間を通じて

外国語科の目標の実現を図るようにすること」と規定されており、各学校において学年ごとの目標を設定する必要がある。

→ 千葉県では、設定においては前年より減少、公表及び把握においては前年度より上昇しているが、依然として全国平均を下回っている。

「CANーDOリスト」形式による学
習到達目標を設定している学校

学習到達目標を公表している学校
学習到達目標の達成状況を把握
している学校

千葉 全国 千葉 全国 千葉 全国

R3 95.5 94.7 26.9 47.7 38.1 67.5

R4 92.3 94.1 42.6 65.7 61.5 78.4

単位：％



千葉県における中学校外国語科の現状

授業における、英語担当教師の英語使用状況（発話の50％以上を行っている）

「英語教育実施状況調査」文部科学省、令和３年度・令和４年度

単位：人

単位：％

◼ 中学校学習指導要領第２章第９節 外国語 ３ 指導計画の作成と内容の取扱い（１）指導計画の作成上の配慮 エ 生徒が英語に触
れる機会を充実するとともに，授業を実際のコミュニケーションの場面とするため，授業は英語で行うことを基本とする。その際，
生徒の理解の程度に応じた英語を用いるようにすることが大切である。

◼ 中学校では74.4％（R4）の学校で英語担当教師が発話の半分以上を英語で行っている。

→ 千葉県では、50％以上の英語を使用している割合は全体で57.4％（R4）で、全ての学年において全国平均を下回っている。

英語担当教師の英語力の状況（中学校）

◼ 「英語担当教師」とは、調査基準日時点において中学校に所属し、外国語（英語）の免許状（免許状の種類は問わない）を所有し、
かつ英語の授業を担当している者（ただし、非常勤講師及び臨時的任用の者除く。）、第２期教育振興基本計画では、英検準1級程度以

上（CEFR B2レベル以上）を取得した英語担当教師の割合、中学校は50％以上を目標としていた。
  → 千葉県のCEFR B2レベル以上の英語力を有する教員の割合が、前年度より41.8％（R4）＋5.9ポイント、全国平均を上回っている。

調査対象教師数 CEFR B2レベル以上を取得している英語担当教師数

千葉 全国 千葉 全国

R3 1,049 29,487 377 35.9％ 12,034 40.8％

R4 1,064 29,133 445 41.8％ 12,100 41.6％

第１学年 第２学年 第３学年 全学年

千葉 全国 千葉 全国 千葉 全国 千葉 全国

R4 59.0 60.7 57.2 61.9 56.1 59.6 57.4 60.7



【事務連絡】 小・中・高等学校を対象とした英語資格・検定試験制度について
（令和５年４月１２日付）

令和４年度「英語教育実施状況調査」の分析
結果及びそれを踏まえた取組の推進に向けて

【調査項目：教師の英語使用状況及び英語力】

本調査の分析結果によると、生徒の英語力の
向上には、英語教師の英語力や発話の割合等
が影響を与えていることが明らかになっている。
また、中学校英語科教員の英語力についても、
依然として課題が見られることから、事務連絡
の発出のみでとどまらず、地域の実情を踏まえ
て、学校訪問や研修会等のあらゆる機会を通じ
て、これらの情報を伝え続けていくことが必要で
ある。
（例）
・人事担当者と連携した採用前研修会で未取
得者及び研修センター担当者と連携し、悉皆研
修会等のあらゆる機会を通じ、継続した呼びか
け
・市町村教育長及び学校主管課課長等、校長
等の管理職研修会での呼びかけ等
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これからの英語教育に求められること
金魚鉢から大海へ

◆ 誰にも世話をしてもらえない

◆ 自分で生きていく

◆ 様々な社会に適応

◆ 無限の広がり

◆ 世話をしてもらわないと生きていけない

◆ 金魚鉢という小さな世界

◆ 外の影響を受けない

◆ 金魚鉢という完結した世界

出典：第７１回全国英語教育研究大会（全英連山形大会）記念講演（上智大学 名誉教授 吉田 研作先生）より一部抜粋



「令和の日本型学校教育」を担う教師の在り方特別部会
https://www.mext.go.jp/kaigisiryo/content/20210625-mxt_kyoikujinzai01-000016379-5.pdf



② 前項の場合においては，（ ）にわたり
学習する基盤が培われるよう，基礎的な
（ ）及び（ ）を習得させるとともに，
これらを活用して課題を解決するために必要な
（ ）力，（ ）力，（ ）力その
他の能力をはぐくみ，（ ）に学習に取り組
む態度を養うことに，特に意を用いなければなら
ない。 

学校教育法（昭和22年法律第26号） 第30条 （略）



指導者のアップグレード

 

１ Facilitator

２ Motivator

３ Navigator

４ Coordinator



外国語教育で、大切にしたいと思っていることは何ですか。



□１ コミュニケーションを行う目的や場面、状況等 を設定して活動
を行っていますか

□２ 日常的な話題や、社会的な話題を取り上げる等、題材の工夫 を
していますか

□３ 即興で表現するためのやり取り を授業で行っていますか

□４ 聞いたり読んだりしたことについて、話したり書いたりするなどの

領域を統合した活動を行っていますか

□５ 言語材料を言語活動と効果的に関連付けて適切に指導でき
ていますか

授業を振り返ってみましょう



外国語活動・外国語科 学校段階別・「３つの柱」別の一覧

小学校３・４ 小学校５・６ 中学校 高等学校

外国語によるコミュニケーションにおけ
る見方・考え方を働かせ，外国語に
よる聞くこと，話すことの言語活動を
通して，コミュニケーションを図る素
地となる資質・能力を次のとおり育成
することを目指す。

外国語によるコミュニケーションにおける
見方・考え方を働かせ，外国語による
聞くこと，読むこと，話すこと，書くこと
の言語活動を通して，コミュニケーショ
ンを図る基礎となる資質・能力を次のと
おり育成することを目指す。

外国語によるコミュニケーションにおける
見方・考え方を働かせ，外国語によ
る聞くこと，読むこと，話すこと，書く
ことの言語活動を通して，簡単な情
報や考えなどを理解したり表現したり
伝え合ったりするコミュニケーションを
図る資質・能力を次のとおり育成する
ことを目指す。

外国語によるコミュニケーションにおける見
方・考え方を働かせ，外国語による聞くこ
と，読むこと，話すこと，書くことの言語活
動及びこれらを結び付けた統合的な言語
活動を通して，情報や考えなどを的確に
理解したり適切に表現したり伝え合ったり
するコミュニケーションを図る資質・能力を
次のとおり育成することを目指す。

(1) 外国語を通して，言語や文化
について体験的に理解を深め，日
本語と外国語との音声の違い等に
気付くとともに，外国語の音声や
基本的な表現に慣れ親しむように
する。

(1) 外国語の音声や文字，語彙，表
現，文構造，言語の働きなどについ
て，日本語と外国語との違いに気付
き，これらの知識を理解するとともに，
読むこと，書くことに慣れ親しみ，聞
くこと，読むこと，話すこと，書くことに
よる実際のコミュニケーションにおいて
活用できる基礎的な技能を身に付け
るようにする。

(1) 外国語の音声や語彙，表現，
文法，言語の働きなどを理解すると
ともに，これらの知識を，聞くこと，
読むこと，話すこと，書くことによる
実際のコミュニケーションにおいて活
用できる技能を身に付けるようにす
る。

(1) 外国語の音声や語彙，表現，文法，
言語の働きなどの理解を深めるとともに，
これらの知識を，聞くこと，読むこと，話
すこと，書くことによる実際のコミュニケー
ションにおいて，目的や場面，状況など
に応じて適切に活用できる技能を身に
付けるようにする。

(2) 身近で簡単な事柄について，
外国語で聞いたり話したりして自分
の考えや気持ちなどを伝え合う力の
素地を養う。

(2) コミュニケーションを行う目的や場
面，状況などに応じて，身近で簡単
な事柄について，聞いたり話したりす
るとともに，音声で十分に慣れ親しん
だ外国語の語彙や基本的な表現を
推測しながら読んだり，語順を意識し
ながら書いたりして，自分の考えや気
持ちなどを伝え合うことができる基礎
的な力を養う。

(2) コミュニケーションを行う目的や場
面，状況などに応じて，日常的な
話題や社会的な話題について，外
国語で簡単な情報や考えなどを理
解したり，これらを活用して表現し
たり伝え合ったりすることができる力
を養う。

(2) コミュニケーションを行う目的や場面，
状況などに応じて，日常的な話題や社
会的な話題について，外国語で情報や
考えなどの概要や要点，詳細，話し
手や書き手の意図などを的確に理解し
たり,これらを活用して適切に表現したり
伝え合ったりすることができる力を養う。

(3) 外国語を通して，言語やその背
景にある文化に対する理解を深め，
相手に配慮しながら，主体的に外
国語を用いてコミュニケーションを
図ろうとする態度を養う。

(3) 外国語の背景にある文化に対する
理解を深め，他者に配慮しながら，
主体的に外国語を用いてコミュニケー
ションを図ろうとする態度を養う。

(3) 外国語の背景にある文化に対す
る理解を深め，聞き手，読み手，
話し手，書き手に配慮しながら，
主体的に外国語を用いてコミュニ
ケーションを図ろうとする態度を養う。

(3) 外国語の背景にある文化に対する理
解を深め，聞き手，読み手，話し手，
書き手に配慮しながら，主体的，自律
的に外国語を用いてコミュニケーションを
図ろうとする態度を養う。

知識
・技能

思考力
・判断力
・表現力

学びに向
かう力・
人間性



中学校外国語科の目標

外国語によるコミュニケーションにおける
見方・考え方

言語活動

話すこと［やり取り］

書くこと

聞くこと

読むこと

簡単な情報や考えなど

コミュニケーションを図る資質・能力

理解する 伝え合う表現する

を働かせ

を通して

を育成する

話すこと［発表］



【公表】
■生徒へ ☑ゴールへの見通し（単元の導入時等で）を持たせるために生徒との共有

☑中間指導の場面での確認（言語活動が目標に合っているか）
☑振り返る視点（内容面、言語面）としての確認

■保護者や地域へ
☑学校HP等を活用して、保護者等への発信

【設定】
☑設定することが目的となっていないか
☑生徒の実態に即したものか
☑不断の見直しを（英語科全員で）

【把握】
☑「指導と評価の一体化」の観点から、パ
フォーマンステストや定期テスト等で評価
することでの達成状況の把握

CAN-DOリスト形式による学習到達目標の設定、把握、公表
外国語科の目標を各領域（聞くこと・読むこと・話すこと[やり取り]・話すこと[発表]・書くこと）ごとに「何がで
きるようになるか」という観点で設定していることを踏まえ、CAN-DOリスト形式による学習到達目標の設定と
学習評価への活用等をより一層普及する必要がある。



（中略） ※一部抜粋

   第一に，外国語能力向上のために，生徒が身に付ける能力を各学校が明確化し，教員

が生徒の指導と評価の改善に活用することである。

第二に，学習到達目標を，言語を用いて「～することができる」という能力記述文の形

で設定することにより，学習指導要領を踏まえた，４技能を有機的に結び付け，総合的に

育成する指導につなげることである。

   第三に，教員と生徒が外国語学習の目標を共有することである。これにより，生徒自身

にも，言語を用いて，「～ができるようになりたい」，「～ができるようになることを目指す」

といった自覚が芽生え，言語習得に必要な自律的学習者としての態度・姿勢が身に付く

とともに，「言語を用いて～ができるようになった」という達成感による学習意欲の更なる

向上にもつながることが期待される。

「CAN-DO リスト」の形による学習到達目標を設定する目的

各中・高等学校の外国語教育における「CAN-DO リスト」の形での学習到達目標設定のための手引き（平成２５年３月） P.３～４

https://www.mext.go.jp/a_menu/kokusai/gaikokugo/__icsFiles/afieldfile/2013/05/08/1332306_4.pdf



CAN-DOリスト形式による学習到達目標の必要性

中学校学習指導要領解説 外国語編（平成29年7月）
３ 指導計画の作成と内容の取扱い
(1) 指導計画の作成の配慮事項
イ 学年ごとの目標を適切に定め, ３学年間を通じて外国語科の目標の実現を図るように
すること。

学習指導要領の目標では、中学校卒業までに育成することを目指す資質・能力を、「外国語を使って何が
できるようになるか」という観点から、５つの領域別に「～できる」という形で示されている。

＜設定することで得られる効果＞（抜粋）
・生徒にどのような英語力が身に付くか，英語を用いて何ができるようになるのか，あらかじめ
 明らかにすることができ，そうした情報を生徒や保護者と共有することで授業のねらいが明確
になるとともに，生徒への適切な指導を行うことができる。
・「知識及び技能」の習得にとどまらず，それを活用してコミュニケーションを図れるよう，五つ
の領域にわたる総合的な資質・能力の習得を重視することが期待される。
・校内でも教師によって指導方法が大きく異なることがある中で，教師間で指導に当たっての
共通理解を図り，均質的な指導を行うことができる。
・面接・スピーチ・エッセイ等のパフォーマンス評価などにより，「言語を用いて何ができるの
か」という観点から評価がなされることが期待され，更なる指導と評価の一体化とその改善に
つなげることができる。



学習指導要領の外国語活動や外国語科においては、言語活動は、「実際に英語を用いて互

いの考えや気持ちを伝え合う」活動を意味する。したがって、外国語活動や外国語科で扱わ

れる活動がすべて言語活動かというとそうではない。言語活動は、言語材料について理解したり

練習したりするための指導と区別されている。実際に英語を使用して互いの考えや気持ちを伝え

合うという言語活動の中では、情報を整理しながら考えなどを形成するといった「思考力、判断

力、表現力等」が活用されると同時に、英語に関する「知識及び技能」が活用される。つまり、英

語を用いず、日本語だけで情報を整理しながら考えなどを形成する活動は、外国語活動や外国

語科においては言語活動とは言い難い。一方で、英語を用いているが、考えや気持ちを伝え合う

という要素がない活動も言語活動であるとは言い難い。例えば、発音練習や歌、英語の文字を機

械的に書く活動は、言語活動ではなく、練習である。練習は、言語活動を成立させるために重要

であるが、練習だけで終わることのないように留意する必要がある。

「小学校外国語活動・外国語 研修ガイドブック」より

「言語活動」についての再確認



授業で英語を用いた言語活動を行っている学校の生徒ほど、英語の正答率が高い。

各領域（技能）に関する言語活動を積極的に行っている学校の生徒とそうでない学校の生徒とでは、
平均正答率に大きな差がある。

出典：平成31年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査 質問紙調査より）

言語活動を中心とした授業改善と生徒の英語力の関係

1 2 3 4 5 6 7

授業において、各領域（技能）に関して実際に英語を使った言語活動が行われていたと思うか（生徒質問紙）
（左から順に、「当てはまる」「どちらかと言えば当てはまる」「どちらかと言えば当てはまらない」「当てはまらない」と回答）
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※１ 「原稿などの準備をすることなく,(即興で)自分の考えや気持ちなどを
英語で伝え合う言語活動が行われていたと思うか」（生徒質問紙）

※２ 「聞いたり読んだりした内容を英語で書いてまとめたり自分の考
えを英語で書いたりする言語活動が行われていたと思うか」（生徒質問
紙）

英語を使う言語活動を行っている学校の生徒ほど、英語が好きと回答している割合が高い。

即興で自分の考えを英語で伝え合う言語活動（「話すこと〔やり取り〕」）や、聞いたり読んだりした内容について、
英語で書いてまとめたり自分の考えを書いたりする言語活動（技能統合）を行っている学校と行っていない学校では、
「英語の勉強が好き」という生徒の割合に２倍以上の大きな差が出ている。

出典：平成31年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査 結果概要より）

言語活動を中心とした授業改善と学習意欲の関係



出典：「平成31年度全国学力・学習状況調査の結果を活用した英語に関する調査研究」令和２年３月31日 国立大学法人広島大学

全国学力・学習状況調査の基づく効果的な英語指導の在り方について

➢ 資質・能力では、知識・技能はかなり定着しているが、思考力等は３割程度にとどまっている。
➢ 言語能力では、表現の能力、理解の能力ともに５割を下回っており、知識・技能を活用する能力が十分身

に付いていない。とりわけ、「話すこと」は正答率が３割とかなり低い。

全国的な
状況

①英語学力と質問紙調査の分析

➢ 下位群の生徒は、知識・技能の定着が、中位群
の生徒は、即興でやり取りしたりする技能統合
の能力が十分でない。

➢ 学力の高い上位群の生徒は、言語活動や課題解
決学習を行い、英語の授業では思考力を伴う活
動を行ってきている。 

◆ 英語や英語学習に対する肯定的な反応（好き、大切だ、将
来役立つ等）が高い。

◆ １、２年生のときに受けた英語の授業で、思考力等が必要
な活動（概要や要点を捉える、まとまった内容を発表する、
考えや気持ちを書くなど）が行われた。

◆ １、２年生のときに受けた英語の授業で、課題解決や言語
活動を含んだ活動が行われた。

➢ 就学援助率に関係なく、「１、２年生のときに
受けた授業では、英語を読んで（聞いて）概要
や要点をとらえる活動が行われていたと思いま
すか」に対して肯定的に回答している生徒の方
が、生徒個人の英語学力が高くなる傾向がある。

③学校を軸とした英語学力と質問紙調査の分析

◆ 校長のリーダーシップの下で、学校の教育活動全般にわ
たって思考力や表現力を伸ばす活動が多彩に盛り込まれて
いる。

◆ 英語の授業で思考力を伴う言語活動が多く、それが評価に
も取り入れられている（パフォーマンス評価）。

◆ 単元内にとどまらず、他の場面で活用できる英語学力を付
けている。

②英語力の高い生徒の傾向

④英語力向上の成果を上げる学校の傾向

◆ 考えを持たせて発表する。 ◆比較という思考スキルを用いてスピーチを分析する。

◆ 説明することで自分の知識を高める。 ◆少人数クラスよりも１クラスを２人の教師で指導する。

英語力を高める指導例



言語活動について

中学校学習指導要領解説 外国語編（平成29年7月）
３ 指導計画の作成と内容の取扱い
(1) 指導計画の作成の配慮事項
ウ   実際に英語を使用して互いの考えや気持ちを伝え合うなどの言語活動を行う際は，２の（1）
に示す言語材料について理解したり練習したりするための指導を必要に応じて行うこと。また，
小学校第３学年から第６学年までに扱った簡単な語句や基本的な表現などの学習内容を繰り
返し指導し定着を図ること。

・言語活動においては、具体的な課題を設定し、意味のある文脈での中でのコミュニケーションを通して繰り返し活用し
定着を図ることができるように指導すること
・「思考力、判断力、表現力等」については、２の（1）で示す「英語の特徴や決まりに関する事項（「知識及び技能」のこ
と）を活用して、言語活動を通して指導すること、知識及び技能を活用して、思考力、判断力、表現力等が働く場とも言
い換えられる。
・「思考力、判断力・表現力等」を働かせるためには、コミュニケーションを行う目的や場面、状況等の設定をすること
・「情報を整理しながら考えなどを形成し，英語で表現したり，伝え合ったりすることに関する事項」
①英語を聞いたり読んだりして必要な情報や考えなどを捉えること
②英語を聞いたり読んだりして得られた情報や表現を，選択したり抽出したりするなどして活用し，話したり書いたりし
て事実や自分の考え，気持ちなどを表現すること
③「伝える内容を整理し，英語で話したり書いたりして互いに事実や自分の考え，気持ちなどを伝え合うこと
・生徒に言語活動に取り組もうとする態度（学びに向かう力、人間性等」）が働いていること

＜配慮事項より抜粋＞
・言語活動は，「実際に英語を使用して互いの考えや気持ちを伝え合うなど」の活動を基本
・２（1）に示す言語材料について「理解したり練習したりするための指導」を必要に応じて行うことができるように指導計
画を作成することが大切
・言語材料について理解したり練習したりすることが目的となって，単に繰り返し活動を行うのではなく，生徒が言語活動
の目的や言語の使用場面を意識して行うことができるように留意



授業における教師の英語使用の充実に向けて

中学校学習指導要領解説 外国語編（平成29年7月）
３ 指導計画の作成と内容の取扱い
(1) 指導計画の作成の配慮事項
エ 生徒が英語に触れる機会を充実させるとともに，授業を実際のコミュニケーションの場
面とするため，授業は英語で行うことを基本とする。その際，生徒の理解に応じた英語を
用いるようにすること。

・従来の授業の在り方を見直し、授業改善を進めていく必要がある。
・授業を英語で行うには、英語を使って生徒とのやり取りをするなどのコミュニケーションを図ることが求
められている。
・生徒が「実際のコミュニケーションの場面」で「実際に英語を使用して互いの考えや気持ちを伝え合う
など」の言語活動を行うことは、教師と生徒の間でも英語によるコミュニケーションが当然行われる。
・平成21年改訂の高等学校学習指導要領で「授業は英語で行うことを基本とする」の規定が導入
・生徒が自分の英語に対して自信をもって堂々と使っていけるようにするためには、授業で触れる
教師の英語使用に対する態度と行動が大きな影響力をもつ。

＜配慮事項より抜粋＞
・「英語に触れる機会」
・授業は英語を使った「実際のコミュニケーションの場面」
・教師の積極的な英語使用～教師自身がコミュニケーションの手段としての英語を使う姿勢と
態度を行動で示すこと
・「生徒の理解に応じた英語を用いるようにする」
→教師の使用する英語は生徒にとって効果的なインプット



小・中学校の接続を重視し、学びの連続性を意識した指導の充実に向けて

中学校学習指導要領解説 外国語編（平成29年7月）
３ 指導計画の作成と内容の取扱い
 (1) 指導計画の作成の配慮事項

(1) 指導計画の作成に当たっては，小学校や高等学校における指導との接続に留意しな
がら，次の事項に配慮するものとする。

・小中連携をより一層推進するためには、受け入れる側の中学校からのアプローチが大切であることから、中学
校区内の小学校教員とともに「育てたい児童生徒の姿」や学習到達目標を協議する場の設定
・人的環境（小・中免許保持者やALT等）、指導体制の整備、相互参観での学習内容や指導方法、教科書等の
共有を図る機会を通した相互理解の促進
・小中外国語の共通点と相違点を理解した上で、小中連携カリキュラム作成を推進する研修会のあり方
・小中連携カリキュラムの作成に向け、自治体担当者が小中連携のファシリテーター役を担当
・（例）小学校６年生が中学校英語科教師に向けて自己紹介動画を作成する単元を設け、
それを実際に中学校英語科教師が見る事で、中学入学前に小学校６年生の実態の理解に繋がった
という事例

ウ （中略）小学校第３学年から第６学年までに扱った簡単な語句や基本的な表現などの学習
内容を繰り返し指導し定着を図ること。

＜配慮事項＞ （抜粋）
（中略） 特に，小学校における外国語活動や外国語科の内容，指導等の実態や生徒の興味・関心等を十
分に踏まえるとともに，生徒が在籍していた小学校において，どのような時間割編成，指導体制によって授
業が行われているかを把握することにより，中学校への円滑な接続を図ることが必要である。



外国語教育はこう変わる！
（文部科学省  mextchannel ）

https://www.youtube.com/watch?v=_VNF5iJiLuo&t=997s

②小・中学校外国語科の共通点と相違点の理解



小中連携を進めるために

情報交換 交流
連携した
カリキュラム

・授業参観
・年間指導計画の交換
・目指す児童生徒像の共有

・指導方法等についての検討会
・授業参観後の研究協議会等

・環境 ・学習到達目標
・学習内容  ・指導方法
・教材 ・学習評価

・環境（授業時数、活動・教科、指導者）、目標、学習内容 →すでに決まっているもの
・指導方法 →小中で継続性をもたせること
音声中心の活動を引き継ぐ（話すこと、聞くこと）
目的意識、相手意識を大切にする

・教材、学習評価

【小・中外国語の共通点】 【小・中外国語の相違点】

小中外国語の共通点と相違点を理解した上で小中連携を推進していくことが大切



学びをつなぐ小中連携に向けて

【中学校】小中学校の指導を円滑にするために、
大切にしたい５つポイント

１．「言語材料」を
つなぐ

小学校で学習する「語句」
や「表現」を知る。

２．「言語活動」を
つなぐ

小学校での具体的な言語
活動やパフォーマンステス

トを聞き取る。

３．「教材」を
つなぐ

小学校の教科書、授業を
見たり、児童の情報を交換
をしたりするなどをして、ど
のような教材を用いてるの

かを知る。

４．「学び方」を
つなぐ

小学校で大切に育んでき
たコミュニケーションを図る
態度、学び方を共有し、引

き継ぐ。

５．「人」を
つなぐ

児童と生徒の交流カリキュ
ラムや、「育てたい児童生徒
像」の共通理解をするため
の教員が交流する機会を設

ける。



 

小中連携カリキュラム ＋ 一人一台端末の効果的な活用

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/mext_00012.html



中学校では、小学校での学びを踏まえ、五つの領域の言語活動を通してコミュニケー

ションを図る資質・能力を育成することとしていることから、指導計画の作成と内容の取扱

いについても小・中学校の接続を重視するとともに、学びの連続性を意識した指導をする

ため、指導計画の作成に当たっては、語彙、表現などを異なる場面の中で繰り返し活用す

ることによって、生徒が自分の考えなどを表現する力を高めることが求められている。

また、学びの連続性の観点から、小学校で学んだ語彙や表現なども、意味のある文脈

の中でコミュニケーションを通して繰り返し触れることができるよう工夫することで、生徒

の言語の運用能力を高めることが大切である。

特に、中学１年生では、小学校における外国語活動や外国語科の内容，指導等の実態

や生徒の興味・関心等を十分に踏まえるとともに、生徒が在籍していた小学校において、

どのような時間割編成、指導体制によって授業が行われているかを把握することにより、

中学校への円滑な接続を図ることが必要である。

【中等教育資料 ３月号】
  外国語教育における小中連携の必要性について

～中学校における小学校での学びの連続性を踏まえた指導の充実に向けて～

38



外国語によるコミュニケーションにお
ける見方・考え方を働かせ，外国語に
よる聞くこと，読むこと，話すこと，書くこ
との言語活動を通して，簡単な情報や
考えなどを理解したり表現したり伝え
合ったりするコミュニケーションを図る
資質・能力を育成すること

目標と指導と評価の一体化（Goalと振り返りについて）



生徒の英語力が高い地域では

【英語能力に最も大きく影響しているのは生徒質問紙６０～６６の内容】

１、２年生のときに受けた授業について

《60》英語を聞いて（一文一文ではなく全体の）概要や要点をとらえる活
動が行われていたと思いますか（61／読んで）

《62》原稿などの準備をすることなく、（即興で）自分の考えや気持ちなど
を英語で伝え合う活動が行われていたと思いますか 

《63》スピーチやプレゼンテーションなど、まとまった内容を英語で発表す
る活動が行われていたと思いますか

《64》自分の考えや気持ちなどを英語で書く活動が行われていたと思い
ますか

《65》聞いたり読んだりしたことについて、生徒同士で英語で問答したり意
見を述べ合ったりする活動が行われていたと思いますか

《66》聞いたり読んだりしたことについて、その内容を英語で書いてまとめ
たり自分の考えを英語で書いたりする活動が行われていたと思い
ますか

出典：「平成31年度全国学力・学習状況調査の結果を活用した英語に関する調査研究」令和２年３月31日 国立大学法人広島大学



令和５年度全国学力・学習状況調査 書くこと 大問10

（正答例）

・Our school has a school festival in October. In the festival, we have 

a chorus contest and we practice hard to win the gold prize. Many 

people come to listen to our songs. ［33 words］



令和５年度全国学力・学習状況調査問題一覧表 P.10



令和５年度全国学力・学習状況調査 書くこと 大問10



令和５年度全国学力・学習状況調査 書くこと 大問１０

「まとまりのある文章を書く」とは、文と文の順序や相互の関連に注意を払い、全体として一貫

性のある文章を書くことである。そのためには、「導入－本論－結論」や「主張－根拠や具体－主

題の言い換えや要約」など、文章構成の特徴を意識しながら、全体として一貫性のある文章を

書くことが重要である。また、出来事や事実を描写したり、考えや感想を述べたりする場合にお

いて、よりよく読み手に伝わるよう意識しながら、自分の言いたいことに最もふさわしい表現形

式を工夫して書き表すことも必要である。

本問では、日常的な話題について、事実や自分の考えなどを整理し、まとまりのある文章を書く

ことができるかどうかを把握するために、学校の英語版ウェブサイトに掲載する学校紹介文を

書く問題とした。

なお、本問は、平成 31 年度【中学校】英語 10（正答率 1.9％）において、「与えられたテー

マについて考えを整理し、文と文のつながりなどに注意してまとまりのある文章を書く」

ことに課題が見られたことを踏まえて出題した。

＜出題の趣旨＞
日常的な話題について、事実や自分の考えなどを整理し、まとまりのある文章を書くことができ
るかどうかをみる。



小学校第3学年及び第4学年
外国語活動

小学校第5学年及び第6学年
外国語

中学校
外国語

高等学校
英語コミュニケーションⅠ

書くこと

(ｱ) 文字の読み方が発音さ
れるのを聞いて，活字体の大
文字，小文字を書く活動。

(ｱ) 趣味や好き嫌いなど，
自分に関する基本的な情報を
語句や文で書く活動。

(ｱ) 身近な出来事や家庭生
活などの日常的な話題につい
て，使用する語句や文，文章
例が十分に示されたり，準備
のための多くの時間が確保さ
れたりする状況で，情報や考
え，気持ちなどを理由や根拠
とともに段落を書いて伝える
活動。また，書いた内容を読
み合い，質疑応答をしたり，
意見や感想を伝え合ったりす
る活動。

(ｲ) 相手に伝えるなどの目
的を持って，身近で簡単な事
柄について，音声で十分に慣
れ親しんだ簡単な語句を書き
写す活動。

(ｲ) 簡単な手紙や電子メー
ルの形で自分の近況などを伝
える活動。

(ｳ) 相手に伝えるなどの目
的を持って，語と語の区切り
に注意して，身近で簡単な
事柄について，音声で十分
に慣れ親しんだ基本的な表
現を書き写す活動。

(ｳ) 日常的な話題について，
簡単な語句や文を用いて，出
来事などを説明するまとまり
のある文章を書く活動。

(ｲ) 社会的な話題について，
使用する語句や文，文章例が
十分に示されたり，準備のた
めの多くの時間が確保された
りする状況で，対話や説明な
どを聞いたり読んだりして，
情報や考え，気持ちなどを理
由や根拠とともに段落を書い
て伝える活動。また，書いた
内容を読み合い，質疑応答を
したり，意見や感想を伝え
合ったりする活動。

(ｴ)  相手に伝えるなどの目的
を持って，名前や年齢，趣味，
好き嫌いなど，自分に関する
簡単な事柄について，音声で
十分に慣れ親しんだ簡単な語
句や基本的な表現を用いた例
の中から言葉を選んで書く活
動。

(ｴ) 社会的な話題に関して
聞いたり読んだりしたことか
ら把握した内容に基づき，自
分の考えや気持ち，その理由
などを書く活動。

書くことの言語活動を“横”で見る



書くことの指導で留意したいこと

中学校学習指導要領解説 外国語編（平成29年7月）
２ 内容
 （３） 言語活動及び言語の働きに関する事項
① 言語活動に関する事項
（2）に示す事項については，（１）に示す事項を活用して，例えば，次のような言語活動を
通して指導する。

・書く活動を行う前，モデルとなる文をICTで全体へ提示し，その表現を良かった点を意図的にフィードバックすることで，参考にしながら，
その後に自分の力で書くことができるようにするといった段階を大切にした授業
・ 「書くこと」におけるつまずきには，綴りや語順，文法，語彙だけでなく言語面だけでなく，内容面でも見られる。小学校で慣れ親しんだ語
句や表現を用いて，英語の書き方の規則や語順を意識させるために，大型モニター等に語句や表現を可視化することで適切に指導するこ
とが必要である。
・個に応じた指導を充実させるため，生徒の実態に応じて，言語活動に取り組んでいる際には，教師は積極的に生徒の見取りを行い，個の
習熟度に応じて，ヒントを示したり，辞書の使用を促したり，誤りの修正を行ったりすることが大切である。
・学習集団全体に共通する語法や文構造等に関する誤りを指導する際には，機会を捉えて説明し直し，自分が書いたものを修正させるな
どの手立てを通して，徐々に正確に書けるように指導する。

カ 書くこと
（ｱ）趣味や好き嫌いなど，自分に関する基本的な情報を語句や文で書く活動。

（中略）

「書くこと」が苦手な生徒には，何をどのように書けばよいかを指導する必要がある。例えば，日頃
から，自分の考えや気持ちをペアやグループで簡単な語句や文を用いて口頭で伝える活動を
した後に，その内容を書いてまとめる，といった言語活動を設定することが考えられる。また，日
常生活においては，話す内容をメモとして書いたり，簡単な英語で書き表したりした後に，その内容を相手

に口頭で伝えることもしばしば起こるため，「話すこと」と「書くこと」の順序についてバランスをとり
ながら指導に当たることに留意する。（以下，省略）



「話すこと」「書くこと」におけるパフォーマンステストの質の向上に向けて

目標（付けたい力）
は明確か？
学校の実態に応じた
目標設定か？
（CAN-DOリスト)

生徒が目標を理解
し，学びの見通しを
もてるか？

採点の基準は目
標（付けたい力）
に沿っているか？

生徒が授業での
活動の再現を行う
ことができるか？

生徒のコミュニケー
ションを図る力の育
成につながるような
パフォーマンステス
トになっているか？

テストの後の生徒
の学びにつなげら
れているか？

目標（付けたい力）を達成できた
かどうかを測るテストである

目標準拠の指導とテスト
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令和５年度 英語教育改善プラン（千葉県教育委員会）
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学習者用デジタル教科書の効果的な活用による言語活動の充実
（山梨県教育委員会 ）

URL: https://youtu.be/4InrByel76

英語教育改善プラン事業における情報提供



児童生徒１人ひとりの英語の学習到達度に応じ、１人１台端末を使
用して個別最適な学びを実現する学習ツール
「STEPS in OSAKA」（大阪府教育委員会 ）

英語教育改善プラン推進事業について
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＜情報提供＞
（千葉県教育委員会）

https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/gaikokugokyouiku/performance.html



＜情報提供＞
（東京都教育委員会）



文部科学省 YouTube公式チャンネル

新着動画のご案内

外国語教育はこう変わる！
文部科学省／mextchannel

「言語活動を通して」の具体
「言語活動を通して」指導する際の
デジタル教科書の効果的な活用の具体

日頃からALTとのコミュニケーションを
大事にしてつくるティーム・ティーチン
グ

読んで話して、書くことへ

文部科学省初等中等教育局教育課程課外国語教育推進室

指導力向上実践例①話すこと[やり取り]

指導力向上実践例②話すこと[やり取り]

指導力向上実践例③話すこと[発表]

１０本
追加！

高等学校学習指導要領解説［書くこと]

※[聞くこと]、[読むこと]も追加。
チャンネル上からご覧ください。

 学校  等学校

 学校

小・中・高等学校の授業動画及び解説動画を通し
て、授業を工夫するヒントや日頃の疑問の解消に
つなげていただけますと幸いです！

解説2本

授業3本 授業2本

解説3本

全８７本公開中！



【解説】

中学校学習指導要領・学習評価の解説
後編

【授業】

中学校の外国語教育はこう変わる！③
～社会的な話題を聞いて､読んで､話す､書く～

中学校：学習到達目標 編

各種研修でのmextchannel活用に向けた動画分類例【中学校】①

【授業】

中学校の外国語教育はこう変わる！
～前編(授業）～

【授業】

中学校の外国語教育はこう変わる！
～後編(授業）～

小中連携 編

【解説】

中学校学習指導要領・学習評価の解説
前編

【解説】

中学校学習指導要領・学習評価の解説
後編

中学校：パフォーマンステスト 編

【解説】

中学校学習指導要領・学習評価の解説
前編

【解説】

中学校学習指導要領・学習評価の解説
後編

【解説】

外国語教育における小中連携
必要性とポイント

【解説】

中学校学習指導要領・学習評価の解説
前編
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【授業】

社会的な話題について
自分の考えをもち表現させる指導例

中学校：言語活動 編 ①

例

【授業】

教師の指導力向上に向けた実践例①
～領域目標 話すこと[やり取り]～

例

【授業】

教師の指導力向上に向けた実践例②
～領域目標 話すこと[やり取り]～

例
【授業】

教師の指導力向上に向けた実践例③
～領域目標 話すこと[発表]～

例

【授業】

「読むこと」と「書くこと」の
領域統合の指導例

例
【授業】

新しい言語材料の導入の仕方例
例

【解説】

読むことの指導例
～読んだ内容を伝えることを目的として

読ませる指導例～

例
【授業】

主に「思考力・判断力・表現力等」を
育成するための指導例

～やり取りを重視した授業､ALTを活用した実践～

例

【授業】

主に「思考力・判断力・表現力等」を
育成するための指導例

～伝え合う内容を重視した授業、
学習集団づくりが大切にされた実践～

New
!

New
!

New
!
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各種研修でのmextchannel活用に向けた動画分類例【中学校】②



中学校：言語活動 編 ②

例

【授業】

中学校の外国語教育はこう変わる！
～前編（授業）～

【授業】

中学校の外国語教育はこう変わる！②
～言語活動を通して、言語材料を学ぶ～

【授業】

中学校の外国語教育はこう変わる！③
～社会的な話題を聞いて､読んで､話す､書く～

【授業】

中学校の外国語教育はこう変わる！④
～日常的な話題を聞いて､読んで､話す､書く～

【授業】

中学校の外国語教育はこう変わる！⑤
「統合的な言語活動の指導の工夫」

【解説】

中学校学習指導要領・学習評価の解説
前編

【解説】

中学校学習指導要領・学習評価の解説
後編

【対談】

中学校の外国語教育はこう変わる！
～後編（対談）～

57

各種研修でのmextchannel活用に向けた動画分類例【中学校】③



中学校：教師の英語使用状況 編

【授業】

中学校の外国語教育はこう変わる！②
～言語活動を通して、言語材料を学ぶ～

【授業】

中学校の外国語教育はこう変わる！⑤
～総合的な言語活動の指導の工夫～

【授業】

中学校の外国語教育はこう変わる！④
～日常的な話題を聞いて､読んで､話す､書く～

【授業】

主に「思考力・判断力・表現力等」を
育成するための指導例

～やり取りを重視した授業、ALTを活用した実践～

【授業】

教師の指導力向上に向けた実践例①
～領域目標 話すこと[やり取り]～

【授業】

教師の指導力向上に向けた実践例②
～領域目標 話すこと[やり取り]～

【授業】

教師の指導力向上に向けた実践例③
～領域目標 話すこと[発表]～

New
!

New
!

New
!

【授業】

中学校の外国語教育はこう変わる！③
～社会的な話題を聞いて､読んで､話す､書く～
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各種研修でのmextchannel活用に向けた動画分類例【中学校】④



中学校：評価と一体化した指導 編

【授業】

中学校の外国語教育はこう変わる！③
～社会的な話題を聞いて､読んで､話す､書く～

【解説】

中学校学習指導要領・学習評価の解説
前編

【解説】

中学校学習指導要領・学習評価の解説
後編

【授業】

主に「思考力・判断力・表現力等」を
育成するための指導例

～やり取りを重視した授業､ALTを活用した実践～

【授業】

主に「思考力・判断力・表現力等」を
育成するための指導例

～伝え合う内容を重視した授業、
学習集団づくりが大切にされた実践～

中学校：生徒とのインタラクション編

【授業】

中学校の外国語教育はこう変わる！②
～言語活動を通して、言語材料を学ぶ～

【授業】

中学校の外国語教育はこう変わる！③
～社会的な話題を聞いて､読んで､話す､書く～

【授業】

社会的な話題について
自分の考えをもち表現させる指導例

【授業】

主に「思考力・判断力・表現力等」を
育成するための指導例

～やり取りを重視した授業､ALTを活用した実践～
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各種研修でのmextchannel活用に向けた動画分類例【中学校】⑤



「令和の日本型学校教育」を担う新たな教師の学びの姿

教育基本法（平成18年法律第25号）第９条において「法律に定める学校の教員は、

自己の崇高な使命を深く自覚し、絶えず（ ）と（ ）に励み、その職責の遂行に
努めなければならないとともに、教育公務員特例法第２１条においても「教育公務員は、
その職責を遂行するために、絶えず（ ）と（ ）に努めなければならない」とさ
れるなど、教師はそもそも学び続ける存在であることが強く期待されている。
（中略）
令和答申においても、実現すべき教師の姿について、「教師が技術の発達や新たな
ニーズなど学校教育を取り巻く環境の変化を前向きに受け止め、教職生涯を通じて探
求心を持ちつつ自律的かつ継続的に新しい知識・技能を学び続け、子供一人一人の
学びを最大限に引き出す教師としての役割を果たしている。その際、子供の主体的な学
びを支援する（ ）としての能力も備えている。」と言及されており、学び続けること
の重要性が特に強調されている。

「令和の日本型学校教育」を担う新たな教師の学びの姿の実現に向けて（審議まとめ）より
   令和３年１１月１５日 中央教育審議会 「令和の日本型学校教育」を担う教師の在り方特別部会



学習指導要領とGIGAスクール構想の関係

Society5.0
IoTAI

SDGsrobotics

これからの学校には、（略）一人一人の児童（生徒）が、自分のよさや可能性を認識するとともに、あらゆる

他者を価値のある存在として尊重し、多様な人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人生

を切り拓き、持続可能な社会の創り手となることができるようにすることが求められる。

個別最適な学び（教師視点では「個に応じた指導」） 、協働的な学び

主体的・対話的で深い学び

変化を前向きに受け止め、社会や
人生、生活を、人間ならではの感
性を働かせてより豊かなものに

２０３０年の社会と子供たちの未来

平成29年、30年、31年学習指導要領

GIGA※スクール構想（１人１台端末・高速ネットワーク）（カリキュラム・マネジメントにおける物的な体制整備に位置付けられる。）

教育・学習におけるICT活用の特性・強みを生かし、新学習指導要領の趣旨を実現するため重要な役割を果たす。

資質・能力の育成

授業改善

一体的に充実

主体的・対話的で深い学び、個別最適な学び及び協働的な学びに生かす

学習指導要領 総則
第３ 教育課程の実施と学習評価

学習指導要領 総則
第４ 児童（生徒）発達の支援

社会の変化が加速度を
増し、複雑で予測困難に

前文

・各教科等で育成を目指す資質・能力の育成
・言語能力、情報活用能力、問題発見・解決
能力等の教科等横断的な視点に立った資
質・能力の育成等

思考力、判断力、
表現力等

知識及び技能

学びに向かう力、
人間性等

社会の変化にいかに対処して
いくかという受け身の観点に
立つのであれば難しい時代

育成を目指す資質・能力の三つの柱

（平成28年12月中央教育審議会答申から抜粋）

※Global and Innovation Gateway for Allの略 22



これからの学びのスタンダード
～学習者用デジタル教科書を活用した学びの変化～

デジタル教科書の効果的な活用に向けて

https://www.youtube.com/watch?v=x8YniQAaAWE&t=184s



学習者用デジタル教科書の事例集・研修動画等について

＜文部科学省ＨＰ：学習者用デジタル教科書の制度化＞
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/kyoukasho/seido/1407731.htm ※事例集等は「関係資料」の欄に掲載しています。

○文部科学省では、デジタル教科書の効果的な活用を普及促進するため、デジタル教科書の効果的な活
用に関する事例集や研修動画を作成し、文部科学省HPにて公表しています。（下記URL参照）

 学校現場の教職員の方や、教育委員会などの管理機関において学校教育を担当する職員の方におかれ
ましては、研修を行う際などに、是非ご活用ください。

○また、学習者用デジタル教科書の効果的な活用の在り方や、導入に当たっての留意点等については、「学
習者用デジタル教科書の効果的な活用の在り方等に関するガイドライン」も作成しています。あわせてご利
用ください。

事例集・研修動画
のURLはこちら

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/kyoukasho/seido/1407731.htm


特設ウェブサイト 「StuDX Style」 について

GIGAに慣れる活用事例

特設ウェブサイト 「StuDX Style」 では、1人1台端末の更なる利活用の促進に向けて、全国の学校や自治体から提供いた
だいた端末の活用方法に関する優良事例等を数多く紹介しています。
具体的には、活用のはじめの一歩となる「慣れるつながる活用」、各教科等の学習に生かす「各教科等での活用」の事例を紹介
するとともに、各教科等での学習を実社会での問題発見・解決に生かしていく「STEAM教育等の教科等横断的な学習」の取組
事例もあわせて掲載しています。

「つながる」活用事例

各教科等での活用事例
各教科等の指導における1人1台端末の活用事例について

小学校・中学校・高等学校の各教科等のポイントや、各教
科等の特質を踏まえた活用事例を紹介しています。

STEAM教育等の教科等横断的な学習の取組事例
STEAM教育等において、各教科等での学習を実社会での

問題発見・解決に生かしていくための教科等横断的な学習
を推進している自治体や学校の取組事例を紹介しています。

スタディーエックス スタイル

StuDX Style ウェブサイト URL：https://www.mext.go.jp/studxstyle/ （令和4年1月）

「教師と子供がつながる」「子供同士が
つながる」「学校と家庭がつながる」「職
員同士でつながる」について、授業等での
活用のヒントが欲しい先生に向けての活用
事例を紹介しています。

学習環境づくり等の取り組みやすい事例
や、パスワード指導やルールづくり等の適
切で安全な端末活用の事例などを中心に、
1人1台端末の活用に取り組み始める先生方
へのヒントとして紹介しています。

各OS事業者との連携 特集ページ

各OS事業者と
連携し、StuDX 
Styleの事例の使
い方などを紹介
しています。

自宅等でのオンライン
を活用した学習指導に関
する事例や、先進的に取
り組んでいる自治体の研
修情報やコンテンツ情報
などを紹介しています。



StuDX Styleを活用したミニ研修例 全体概要（イメージ）

特設ウェブサイト「StuDX Style」に掲載している事例については、有償ソフト等を必要としない、汎用的

な機能を活用したものとなっています。そのため、全国の学校において参考とすることができます。

今回、示した「StuDX Styleを活用したミニ研修例」については、各学校で研修が実施できるよう、それぞ

れ20分程度でできるような内容とし、1グループ4名程度で意見交換を主とした研修としています。学校にお

いてICT活用に先進的に取り組まれている方がいなくても研修ができるよう、研修に必要な資料等も掲載し

ています。

一方で、今回紹介しているミニ研修はあくまで一例であり、この内容や手法、順序、時間等に縛られること

なく、各学校や子供の実態に合わせて研修をアレンジし、随時、改善を図っていくことが大切です。各学校に

おいて、ICT端末のより良い活用・実践につなげていきましょう。

研修のゴール 研修の内容 流れ
ワーク
シート

資料

第
１
回

GIGAスクール構想の趣
旨や、ICTを活用する目
的・必要性などについて理
解する。

GIGAスクール構想の目的や背景
について改めて理解することで、何
のために、何を目指してICTを活用
していくのか共通理解を図る。

資料1
資料2

第
２
回

StuDX Styleを実際に見
て、掲載されている内容の
全体像をつかみ、ICT活
用のイメージをもつ。

StuDX Styleの資料やウェブサイト
を見て、印象に残った内容や想像し
た活用場面などについて交流する。

資料3

第
３
回

StuDX Styleの掲載事
例を参考にして活用の第
一歩を踏み出す機会とす
る。

「慣れる・つながる活用事例一覧」
等の資料から、実践できそうな事例
を選び、学校や子供の実態に合わ
せて実践の見通しをもつ。

資料4
資料5

第
４
回

授業等におけるICT活用
について、各自が実践につ
なげるようにイメージをつか
む。

授業等におけるICT活用についての
イメージをつかむために、StuDX 
Styleのウェブサイトや掲載資料を
参考にして、気付き等を共有する。

資料6

第
５
回

各自の実践事例を持ち
寄って互いに交流し、より
よいICT活用の仕方を見
出す。

これまで実践してきた研修をもとに
各自の実践を共有し、さらに今後の
ICT活用につなげていく。

資料1

全体の流れ（全５回，１回あたり20分程度）

スタディーエックス スタイル

文部科学省StuDX Styleウェブサイト URL：https://www.mext.go.jp/studxstyle/（令和４年４月）

GIGAスタ

校内研修に活用可能
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https://www.mext.go.jp/content/20220421-mext_kyoiku01_000021124_14.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20220421-mext_kyoiku01_000021124_15.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20220113-mext_kyoiku01-000016972_01.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20220304-mext_kyoiku01-000016972_1_3.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20220113-mext_kyoiku01-000016972_03.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20220113-mext_kyoiku01-000016972_04.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20220421-mext_kyoiku01_000021124_14.pdf
https://www.mext.go.jp/studxstyle/


文部科学省では、GIGAスクール構想の下での学習指導における１人1台端末の
活用について、情報を求める全ての人々に広くタイムリーに情報提供を図るための
「GIGA StuDXメールマガジン」を配信しています。

学校はもとより教職員１人１人の皆様からのご登録も可能です。既に相当数の教
職員の皆様からご登録いただいています。

GIGA StuDX メールマガジン
ギ ガ スタディーエックス

登録方法 配信内容

２次元コード
から登録

１分で登録!

配信予定内容
○StuDX Style
 の最新情報、
○活用事例や対
応事例

○子供の声    等

登録・ご周知を！
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あなたはどのタイプ？
1.  The mediocre teacher tells.

2.  The good teacher explains.

3.  The superior teacher demonstrates.

4.  The great teacher inspires.

( by William Arthur Ward, an American philosopher & educator )                                                                 

出典：第67回全国英語教育研究大会（全英連新潟大会）記念講演（名古屋外国語大学 太田 光春先生）より一部抜粋


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8: 中学生の英語力
	スライド 9
	スライド 10: 児童生徒の英語による言語活動の状況
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16: これからの英語教育に求められること 金魚鉢から大海へ
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30
	スライド 31
	スライド 32
	スライド 33
	スライド 34
	スライド 35
	スライド 36
	スライド 37
	スライド 38
	スライド 39
	スライド 40
	スライド 41
	スライド 42
	スライド 43
	スライド 44
	スライド 45
	スライド 46
	スライド 47
	スライド 48
	スライド 49
	スライド 50
	スライド 51
	スライド 52
	スライド 53
	スライド 54
	スライド 55
	スライド 56
	スライド 57
	スライド 58
	スライド 59
	スライド 60
	スライド 61
	スライド 62
	スライド 63
	スライド 64
	スライド 65
	スライド 66
	スライド 67: あなたはどのタイプ？

